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※担当課の省略表記は以下のとおり

部名
総務部 健康福祉部 教育文化部

秘広課 ･･･　秘書広報課 長介課 ･･･　長寿介護課 教総課 ･･･　教育総務課
地支課 ･･･　地域支援課 健づ課 ･･･　健康づくり課 学教課 ･･･　学校教育課

危機管理部 こども未来部 社教課 ･･･　社会教育課
危管課 ･･･　危機管理課 こ政課 ･･･　こども政策課 ※幼教課 ･･･　旧幼児教育課

企画財政部 子応課 ･･･　子育て応援課 消防本部
企政課 ･･･　企画政策課 建設経済部 消本部 ･･･　消防本部

生活環境部 都計課 ･･･　都市計画課 議会事務局
環推課 ･･･　環境推進課 商観課 ･･･　商工観光課 議事局 ･･･　議会事務局
下水課 ･･･　下水道課 茶振課 ･･･　茶業振興課 監査委員事務局
小市課 ･･･　小笠市民課 監委事 ･･･　監査委員事務局



歳入 （単位：千円）

H31 H30

14 2 5 1 消防手数料 23 消本部 消本部 971 1,040 ▲ 69
　危険物取扱許可検査手数料、危険物取扱許可再交付手数料、火薬類消
費許可手数料

16 3 1 7 消防費事務委託金 35 消本部 消本部 42 56 ▲ 14
　権限移譲による事務交付金
・高圧ガス保安法事務交付金
・液化石油ガス保安事務交付金

17 2 2 1 物品売払代金 37 消本部 ― 500 0 500 　大型水槽車の売払代金

21 5 2 7 消防費雑入 44 消本部 消本部 17,012 24,105 ▲ 7,093
　消防団員退職報償金、消防団員福祉共済事務費、県防災ヘリコプター
職員派遣市町助成金、防火管理者資格取得講習会受講料、東名高速道路
救急業務支弁金、自動販売機設置手数料

22 1 3 1 消防施設整備事業債 47 消本部 消本部 70,600 2,600 68,000
　緊急防災・減災事業債（充当率：100％）
・消防ポンプ自動車整備事業に係る起債
・消防団蔵置所整備事業に係る起債

89,125 27,801 61,324歳 入 合 計

款 項 目 節 節名称 差　額 説　　　　　　　　明
予算
書頁

所属名称 当　初
予算額

前年度
予算額

－ 1 － 消防本部



－2－ 消防本部

歳出 （単位：千円）

H31 H30

9 1 1 109002 常備消防通信管理費 154 消本部 消本部 24,292 58,609 ▲ 34,317  別紙 4

9 1 1 109031 救急活動事業費 154 消本部 消本部 2,207 2,420 ▲ 213
　的確な救急活動を実施するための救急資器材の購入費や機
器等の保守点検委託料 ・

9 1 1 109032 消防救助活動事業費 154 消本部 消本部 2,746 3,241 ▲ 495  別紙 5

9 1 1 109033 予防事業費 154 消本部 消本部 1,325 1,433 ▲ 108  別紙 6

9 1 1 109034 常備消防施設管理費 155 消本部 消本部 13,438 13,564 ▲ 126
　消防庁舎総合管理（設備保守、環境衛生、定期清掃機器運
転、雨水貯留槽） ・

9 1 1 109800 公用車管理費（消防本部） 155 消本部 消本部 4,879 4,690 189
　消防本部が管理する公用車の維持管理費（消防緊急自動車
等11台、救急自動車3台） ・

9 1 1 109850 常備消防総務費 155 消本部 消本部 13,828 15,852 ▲ 2,024

　産業医報酬、嘱託職員賃金、普通旅費、県防災ヘリコプ
ター派遣職員のアパート賃貸料、研修負担金、消耗品費、職
員貸与被服等の備品購入費及び経常経費 ・

9 1 1 109900
職員給与費（消防本部・常
備消防費） 156 消本部 消本部 28,024 24,810 3,214

　火災、救急及び救助出動に伴う特殊勤務手当、当直勤務者
に対する休日勤務手当及び夜間勤務手当等 ・

9 1 2 109006 消防団員報酬費 156 消本部 消本部 20,088 20,736 ▲ 648 　消防団員の年間報酬 ・

9 1 2 109007 消防団運営費 156 消本部 消本部 36,630 40,255 ▲ 3,625  別紙 7

9 1 2 109008 消防施設等管理費 157 消本部 消本部 2,515 2,721 ▲ 206 　消防団蔵置所16箇所の経常経費 ・

9 1 2 109009 消防団資機材整備費 157 消本部 消本部 7,656 6,996 660
　消防団の災害活動強化及び現場での安全確保を図るための
資機材購入費 ・

9 1 2 109801 消防自動車等管理費 158 消本部 消本部 2,963 2,783 180 　消防団ポンプ自動車及び団本部指揮広報車の維持管理 ・

9 1 2 109851 非常備消防総務費 158 消本部 消本部 190 67 123
　消防団活性化検討委員報酬、消防団研修会等出席のための
旅費等 ・

9 1 3 109013 市単独消防施設整備事業費 158 消本部 消本部 3,696 5,699 ▲ 2,003  別紙 8

別紙説
明書頁款 項 目 事業 事業名称

予算
書頁

差　額
所属名称 当　初

予算額
前年度
予算額

説　　明



歳出 （単位：千円）

H31 H30

別紙説
明書頁款 項 目 事業 事業名称

予算
書頁

差　額
所属名称 当　初

予算額
前年度
予算額

説　　明

9 1 3 109014 消防自動車等整備事業費 158 消本部 消本部 55,418 52,870 2,548  別紙 9

9 1 3 109028 消防団蔵置所建設事業費 159 消本部 消本部 52,350 6,592 45,758  別紙 10

272,245 263,338 8,907歳 出 合 計

－3－ 消防本部





平成31年度

菊川市一般会計当初予算

説明資料

別紙　主要事業説明書

静岡県　菊川市





当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 1 目

（１）修繕料　110千円（消防救急無線機の修繕）

（２）通信運搬費　1,087千円

・消防庁舎固定電話及び救急・救助活動に係る携帯電話使用料　989千円

・タブレット端末使用料　98千円

（３）電話機管理委託料　458千円（消防庁舎構内交換電話設備の保守点検）

（４）無線機器保守点検委託料　1,673千円

・アナログ防災無線保守点検料　13千円

・消防救急デジタル無線保守点検料　1,562千円

・再免許申請　98千円

（５）中東遠消防指令センター運営経費負担金　20,964千円

・共通経費　7,842千円

・共通使用料・負担金　420千円

・単独設置、利用経費　12,633千円

・職員派遣配分経費　69千円

＜減額理由＞

中東遠消防指令センター指令機器の部分更新分終了による減額

4

予算書
ページ 153 所管部局 H30

消防本部 消防本部 重点事業 ○

消防総務課 消防総務課 新規事業
H31

科目 消防費 消防費 常備消防費

事業 109002 常備消防通信管理費

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

24,292 千円 58,609 千円 △ 34,317 千円　／ 41.4%

24,292
財源内訳

 

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

 

4-3 消防力を高めるまちづくり

　 消防救急活動に不可欠である消防無線の維持管理及び消防業務に係るその他の通信回線の
維持を行うとともに、中東遠地域５消防本部にて共同運用している中東遠消防指令センターの適
切な運営により、円滑な消防業務を実施することを目的とする。

目
的
・
経
緯

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策

主
な
財
源

 

－4－



当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 1 目

（１）消耗品費　600千円

・交付金対象事業（ロープ、カラビナ等）　438千円

・単独事業（ガス検知器ユニット交換等消耗品）　162千円

（２）修繕料　200千円（消防救助資機材等修繕料）

（３）役務費　22千円

・手数料（ボンベ容器所有者更新手数料）　4千円

・資機材運搬手数料（訓練用廃車車両搬送手数料）　18千円

（４）保守点検委託料　806千円（救助工作車ユニック点検料、ホルマトロ点検等）

（５）備品購入費　1,118千円

・交付金対象事業（空気ボンベ等）　317千円

・単独事業（消防用ホース等）　801千円

4

予算書
ページ 153 所管部局 H30

消防本部 消防本部 重点事業

消防署 消防署 新規事業
H31

科目 消防費 消防費 常備消防費

事業 109032 消防救助活動事業費

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

2,746 千円 3,241 千円 △ 495 千円　／ 84.7%

250 2,496
財源内訳

 

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

 

4-3 消防力を高めるまちづくり

　 資機材の保守及び装備の充実を推進し、災害に強い安心・安全なまちづくりに取り組むととも
に、災害時における迅速かつ的確な活動を行うため、消防訓練を実施し、職員の資質向上を図
る。

目
的
・
経
緯

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策

主
な
財
源

県支出金 緊急地震・津波対策等交付金 250 千円

－5－



当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 1 目

（１）報償費　３千円（防火ポスター展の審査員謝礼）

（２）消耗品費　969千円（火災予防広報用消耗品、予防業務関係図書費等）

（３）印刷製本費　283千円（消防広報誌　15,000部、火災調査写真現像代）

（４）役務費　16千円（防火イベント来場者傷害保険料）

（５）備品購入費　54千円（防火啓発DVD購入費）

4

予算書
ページ 153 所管部局 H30

消防本部 消防本部 重点事業

予防課 予防課 新規事業
H31

科目 消防費 消防費 常備消防費

事業 109033 予防事業費

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

1,325 千円 1,433 千円 △ 108 千円　／ 92.5%

109 1,216
財源内訳

 

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

 

4-3 消防力を高めるまちづくり

　 幼少期から火災予防に関する意識を養い、将来の地域における防火・防災の担い手の育成を
行うとともに、事業者における防火・保安管理体制の強化を図る。また、市民の防火意識の向上を
図りながら住宅用火災警報器の重要性を訴え、設置・維持管理の推進に努める。

目
的
・
経
緯

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策

主
な
財
源

諸収入 防火管理者資格取得講習会受講料 109 千円

－6－



当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 2 目

（１）団員出動・訓練手当　6,895千円

（火災出動手当、訓練手当、警戒手当、ラッパ隊技術手当、車両資機材管理手当）

（２）報償費　10,106千円

（査閲大会指導員謝礼・表彰費・参加費、退職者報償金・表彰費）

（３）旅費（費用弁償）　472千円

（小笠支部理事会、指導員研修会、消防学校教育、女性団員研修等）

（４）交際費　40千円（団長交際費　弔慰金等）

（５）消耗品費　1,293千円

・交付金対象事業（アポロキャップ、防塵マスク・めがね、手袋等）　642千円

・単独事業（脚絆、その他消耗品）　651千円

（６）食糧費　108千円（査閲大会来賓用弁当代）

（７）印刷製本費　218千円（消防団広報誌作成費）

（８）使用料及び賃借料　105千円

・体育館使用料　18千円　　・バス借上料　87千円

（９）負担金、補助金及び交付金　17,393千円

・小笠支部会費負担金　1,634千円

・分団運営費交付金　6,900千円

・退職報償金掛金　6,989千円

・消防団員公務災害補償掛金　856千円

・消防団員福祉共済掛金　1,014千円

4

千円

目
的
・
経
緯

　消防団の運営及び消防団員の身分を保障し、円滑な消防団活動を図る。

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策 4-3 消防力を高めるまちづくり

主
な
財
源

県支出金 緊急地震・津波対策等交付金 286 千円

諸収入

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

諸収入 静岡県市町村振興協会地震・津波対策交付金 71

286 8,447 27,897
財源内訳

消防団員退職報償金 8,360 千円

諸収入 消防団員福祉共済事務費 16 千円

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

36,630 千円 40,255 千円 △ 3,625 千円　／ 91.0%

科目 消防費 消防費 非常備消防費

事業 109007 消防団運営費

消防本部 重点事業

消防総務課 消防総務課 新規事業
H31

予算書
ページ 155 所管部局 H30

消防本部

－7－



当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 3 目

（１）防火水槽修繕費　312千円

・消耗品費　12千円（防火水槽看板購入）

・修繕料　300千円（防火水槽の蓋等の修繕）

（２）備品購入費　286千円

・防災資機材購入費（緊急消防援助隊用資機材更新）

（３）負担金、補助及び交付金　548千円

・工事費負担金（旧消防庁舎跡地舗装整備）

（４）水道会計繰出金　2,550千円

・消火栓移設　1,950千円（本所地内２基、棚草）

・消火栓修繕　600千円（奈良野、堀之内）

4

 

目
的
・
経
緯

　防火水槽の維持管理及び消火栓の設置や移設、修繕など、安全で確実な消防水利の確保を行
う。

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策 4-3 消防力を高めるまちづくり

主
な
財
源

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,696
財源内訳

 

 

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

3,696 千円 5,699 千円 △ 2,003 千円　／ 64.9%

科目 消防費 消防費 消防施設費

事業 109013 市単独消防施設整備事業費

消防本部 重点事業

警防課 警防課 新規事業
H31

予算書
ページ 157 所管部局 H30

消防本部

－8－



当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 3 目

（１）高規格救急自動車(救急菊川１）更新整備事業　35,838千円

・賠償保険料　9千円

・自動車リサイクル手数料　15千円

・高規格救急自動車購入費　23,680千円

・高規格救急自動車資機材購入費　12,101千円

・自動車重量税　33千円

（２）消防団消防ポンプ自動車(小笠北分団２）更新整備事業　19,272千円

・普通旅費　49千円

・賠償保険料　9千円

・自動車リサイクル手数料　12千円

・消防ポンプ自動車購入費　18,414千円

・自動車用備品購入費　769千円

・自動車重量税　19千円

（３）修繕費　308千円

・赤色灯標識ネーム撤去（救急車・消防団ポンプ車）

4

 

目
的
・
経
緯

　多種多様化する火災、救急、救助等の災害に備え、災害発生時に活用するための緊急車両の
更新整備を行い、消防力の充実・強化を図る。

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策 4-3 消防力を高めるまちづくり

主
な
財
源

県支出金 緊急地震・津波対策等交付金 127 千円

市債

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

127 18,400 36,891
財源内訳

消防ポンプ自動車整備事業債 18,400 千円

 

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

55,418 千円 52,870 千円 2,548 千円　／ 104.8%

科目 消防費 消防費 消防施設費

事業 109014 消防自動車等整備事業費

消防本部 重点事業 ○

警防課 警防課 新規事業
H31

予算書
ページ 157 所管部局 H30

消防本部
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当初予算説明資料 平成31年度・一般会計

9 款 1 項 3 目

消防団蔵置所建設事業（横地分団蔵置所）

（１）給料　800千円

・事業費支弁人件費

（２）役務費　52千円

・建築確認申請手数料

（３）委託料　1,705千円

・設計監理業務委託料

（４）工事請負費　35,051千円

・消防団蔵置所工事費　33,055千円

・消防団蔵置所解体工事費　1,996千円

（５）公有財産購入費　14,742千円

・公有地取得費（235㎡＋447.5㎡＝682.5㎡）

4

 

目
的
・
経
緯

　災害発生時における消防団の活動拠点となる蔵置所のうち、現在の建築基準法の耐震基準に
満たない蔵置所の建て替えを進め、消防施設の強化を図る。

事
業
概
要
等

総合計画 基本目標
快適な環境で安心して暮ら
せるまち

政策 4-3 消防力を高めるまちづくり

主
な
財
源

市債 消防団蔵置所整備事業債 52,200 千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

52,200 150
財源内訳

 

 

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額／対前年度比

52,350 千円 6,592 千円 45,758 千円　／ 794.1%

科目 消防費 消防費 消防施設費

事業 109028 消防団蔵置所建設事業費

消防本部 重点事業 ○

警防課 警防課 新規事業
H31

予算書
ページ 158 所管部局 H30

消防本部

－10－


